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【所属】 3

    

12,971 13,373

３　来日外国人犯罪対策の推進
　　組織化、凶悪化、広域化する来日外国人犯罪に対し、関係
  都府県警察との共（合）同捜査の推進を図るとともに、通訳
  体制の確保など国際捜査力の強化により、組織的な窃盗事件
  等を検挙した。
　　また関係機関等との連携による在住外国人総合対策を推進
  した。

25,747 20,483

○施策の目標

目　　標　　項　　目

暴力団検挙率

２　暴力団総合対策の推進
　　暴力団犯罪の徹底検挙、被害防止を図るため、迅速・的確
　な捜査の実施、関係機関との連携を強化したほか、公共工事
　からの暴力団等の排除、暴力団員等の更生に努めるなどした
　結果、暴力団幹部をはじめ暴力団員228人を検挙し、暴力団
　組織３団体を壊滅させるなど一定の成果となった。

　暴力団犯罪、来日外国人犯罪、銃器・薬物犯罪など、主に組織を背景にして
敢行される犯罪が、検挙対策の強化や関係機関・団体等と連携した活動の推進
によって減少している

【コード№】刑事部

施策名 　　　　組織犯罪対策の推進

○目的（対象、意図）

目標値

現状値

18年
25%

15年
23.1%

平成17年事業費(千円)

目　　標　　数　　値　　等

○平成１７年の業務ごとの取組、成果とコスト

業務の取組と成果

１　銃器・薬物犯罪対策の推進
　　暴力団等の銃器・薬物犯罪組織の壊滅に向け、
　　・けん銃隠匿事犯の摘発強化
　　・薬物密売事件の検挙
　　・税関等関係機関との連携による水際対策の強化
　等の諸対策を強力に推進し、事件の徹底検挙を図り、けん
　銃、覚せい剤を押収した。

2,056 1,967

平成18年事業費(千円)

23.1

19.2

16.0

25.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0（％）

Ｈ15現状値 Ｈ16実績値 Ｈ17実績値 Ｈ18目標値



様式１　施策評価シート

○業務評価を踏まえた総括評価
・目標達成に向けた平成１７年の取組と成果

・残った課題とその要因

・課題を踏まえた平成１８年の取組み

●暴力団や来日外国人犯罪組織等は、組織構成員の共犯事件、組織が結託して敢行したとみられ
る事件の検挙などに見られるように、各犯罪組織が相互に連携して活動し、共存共栄を図ろうと
する傾向にあり、組織の枠を越えた銃器・薬物等の犯罪を敢行するおそれが強いことから、組織
犯罪に係る情報の一元管理を徹底し、統一的・戦略的な組織犯罪対策の一層の推進を図ることが
喫緊の課題となっている。

●暴力団、来日外国人等による組織的犯罪を減少させるため、情報の集約、分析と戦略的な諸対
策を推進し、暴力団犯罪の徹底検挙を重点として、組織的に敢行される銃器・薬物犯罪、来日外
国人犯罪等の検挙向上を図るほか、関係機関・団体等と連携した活動を強化する。

●暴力団犯罪の徹底検挙、被害者に対する保護対策及び暴力団対策法の効果的な運用など総合的
な暴力団犯罪対策に取り組み、組織的な殺人事件、けん銃隠匿事件等を検挙したほか、不当要求
に対する行政命令の発出、無料法律相談等からの積極的な事件化を図り、暴力団組織の壊滅を
図った。
●凶悪化、組織化、広域化する来日外国人犯罪に対応するため、国際捜査力の充実に努めたほ
か、関係機関・団体との連携を強化し、暴力団との連携を強める来日外国人犯罪の防止・検挙を
図った。
●水際対策を推進するなど関係機関との連携を強化し、銃器・薬物の密輸・密売ルートの解明を
進め、暴力団等の資金源となる銃器・薬物事犯の検挙向上等に努めた結果、暴力団幹部等からけ
ん銃を押収したほか、前年を上回る薬物事犯被疑者を検挙した。


